
卒業おめでとう！
　中学校でも仲良く
　　元気に頑張ろう！
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令
和
４
年
雨
竜
町
議
会
第
１
回
定
例
会
に
あ
た

り
、
町
政
執
行
へ
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
期
目
の
町
政
運
営
を
任
さ
れ
て
か
ら
４
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
町
民
の

皆
様
や
議
員
各
位
の
ご
意
見
と
ご
理
解
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
行
政
の
運
営
を
進
め
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
社
会
情
勢
を
見
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
リ
ス
ク
の
高

い
変
異
株
を
次
々
と
発
生
さ
せ
、
世
界
的
な
感
染

爆
発
と
日
本
に
お
い
て
も
急
速
に
感
染
が
拡
大
し

て
い
ま
す
が
、
雨
竜
町
に
お
い
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
感
染
予
防
の
協
力
に
よ
り
大
き
な
広
が
り

は
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
経
済
に
目
を
向
け
ま
す
と
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
長
期
間
に
わ
た
り
低
迷
し
て
い
る
状

況
で
、
未
だ
明
る
い
兆
し
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
て
、
地
方
に
お
い
て
は
、
社
会
減
に
加
え
出

生
数
も
減
少
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
の
人
口
の
維
持
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
人
口
減
少
ス
ピ
ー
ド
を
鈍

化
さ
せ
、
多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
考

慮
し
た
う
え
で
行
政
運
営
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
台
風
の
大
型
化

や
局
地
的
な
豪
雨
・
豪
雪
が
引
き
起
こ
す
甚
大
な

災
害
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
、
自
助
・
共
助
・
公

助
に
よ
る
防
災
対
策
の
取
り
組
み
と
強
化
は
今
後

も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度 

町
政
執
行
方
針

令
和
４
年
雨
竜
町
議
会
第
１
回
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
９
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
定
例
会
で
は
、
町
政
・
教
育
行
政
執
行
方
針
説
明
と
、
令
和
４
年
度
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針
・
一
般
会
計
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
に
お
い
て

は
、
国
営
・
道
営
の
基
盤
整
備
事
業
を
継
続
実
施

し
て
い
く
こ
と
で
１
次
産
業
を
継
続
し
て
経
営
し

て
い
く
た
め
の
環
境
整
備
と
労
働
力
の
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
生
産
体
制
の
強
靭
化
を
図
り
、
減
少

す
る
農
業
生
産
者
の
確
保
と
農
業
後
継
者
や
新
規

就
農
者
が
就
農
し
や
す
い
環
境
を
整
え
な
が
ら
、

本
町
農
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
力
強
く
支
え
る
１

次
産
業
と
し
て
一
層
成
り
立
っ
て
い
く
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
未
来
に
希
望
の
持
て
る

農
業
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
特
産
品
で
良
食
味
に
高
評
価
を
受
け
て

い
る
「
う
り
ゅ
う
米
」
と
「
暑
寒
メ
ロ
ン
」
に
つ

い
て
は
、
生
産
・
販
売
・
普
及
に
力
を
注
ぎ
、
産

地
「
雨
竜
町
」
の
名
前
を
全
面
に
押
し
出
す
と
と

も
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用
に
よ
る
知
名

度
の
拡
大
と
合
わ
せ
て
、将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
・

安
全
で
継
続
し
た
産
地
生
産
が
維
持
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、「
う
り
ゅ
う
」
ブ
ラ
ン
ド

の
普
及
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
「
雨
竜
町
振
興
基

本
計
画
」
と
「
雨
竜
町
総
合
戦
略
」
及
び
「
雨
竜

町
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
し
て
、
計
画
目
標
を
着
実
に
実
現
で
き
る
よ
う
、

常
に
住
民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
基
本
目
標

と
し
て
掲
げ
た
「
こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
未
来
に
希
望
の
も
て
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
地
域
の
潜
在
活
力
を
生
か
し
な
が
ら
、

雨
竜
町
を
担
っ
て
い
く
人
材
を
育
成
し
、
明
る
く

心
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
令
和
４
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予
算
総
額
39
億
５
，
５

７
５
万
５
千
円
（
対
前
年
度
当
初
比
０
・
２
％
減
）、

３
特
別
会
計
を
加
え
た
総
額
で
は
、
42
億
１
７
７

万
２
千
円
（
対
前
年
度
当
初
比
０
・
１
％
増
）
と

し
、
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

以
下
、
具
体
的
項
目
に
つ
い
て
の
施
策
の
大
綱

を
申
し
上
げ
ま
す
。
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期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
作
物
で
あ
る
「
暑
寒
メ
ロ
ン
」
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
生
産
維
持
の
た
め
、
ハ
ウ
ス
設
置

補
助
事
業
に
よ
る
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
農
業
者
や
後
継
者
の
育
成
・
確
保
に
つ
い

て
は
、
農
業
後
継
者
未
来
応
援
金
に
よ
る
支
援
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
に
就
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る

な
ど
関
係
機
関
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
農
業

の
担
い
手
確
保
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
改
良
事
業
の
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

雨
竜
暑
寒
地
区
「
雄
飛
・
新
生
工
区
」、「
中
島
工
区
」

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
基
盤
整
備
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
道
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
の
「
北

友
南
地
区
」
に
加
え
、「
東
栄
第
１
地
区
」
は
実
施
設
計
、

「
東
栄
第
２
地
区
」
は
地
区
採
択
に
向
け
た
調
査
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
予
算
確
保
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

基
幹
水
利
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
、
国
営
施
設
応
急
対
策
事
業
の
「
新
雨
竜
二

期
地
区
」
に
あ
っ
て
は
、
排
水
機
場
の
実
施
設
計
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
を
シ
カ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
地
域
住
民
や

関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら

一
体
と
な
っ
て
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
居
住
地
へ
の
ク
マ
の
出
没
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源
の
活
用
と

水
資
源
等
の
環
境
保
全
の
た
め
、
除
間
伐
等
の
各
種

事
業
を
継
続
実
施
し
、
町
有
林
・
民
有
林
の
計
画
的

な
維
持
・
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
情
勢
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
国
内
消

費
の
低
迷
、
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
の
発
効
に
よ
る
自
由
貿
易
の
拡
大
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
へ
の
対
応
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
加
え
、

水
田
活
用
交
付
金
の
要
件
見
直
し
な
ど
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
に
つ
い
て
は
、
環
境
負
荷
軽
減
や
安
心
・

安
全
な
食
品
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な

か
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
ス
マ
ー
ト

農
業
へ
の
対
応
、
農
村
地
域
の
活
力
維
持
や
農
地
の

保
全
管
理
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
を
守
り
、
人
々
の

生
活
を
支
え
、
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
関
係
機

関
、
農
業
者
の
皆
様
と
と
も
に
、
農
業
の
持
続
的
発

展
に
向
け
て
各
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
昨
年
の
水
稲
作
柄
は
、
干
ば
つ

傾
向
で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
北
空
知
管
内
の
作
況

指
数
は
「
１
０
８
」
の
「
良
」
と
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
産
品
の
「
暑
寒
メ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
出
荷

量
が
昨
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
高
値
で
取
引
さ

れ
、
食
味
の
良
い
高
品
質
な
メ
ロ
ン
が
出
荷
さ
れ
ま

し
た
。

　

米
の
主
産
地
と
し
て
、
早
期
播
種
・
移
植
の
推
進
、

活
力
あ
る
稲
の
生
育
を
助
長
す
る
た
め
、
ケ
イ
酸
資

材
施
用
に
対
す
る
助
成
事
業
に
よ
り
、
良
質
・
良
食

味
米
生
産
と
収
量
確
保
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ラ

イ
ス
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
施
設
の
改
修
事
業
を
す
す
め
、

集
荷
体
制
の
強
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
農
産
物
生
産
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

水
稲
種
籾
温
湯
殺
菌
消
毒
施
設
を
有
効
活
用
し
、
環

境
に
配
慮
し
た
品
質
の
高
い
農
産
物
を
生
産
す
る
ク

リ
ー
ン
農
業
の
普
及
促
進
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
を

特
色
あ
る
持
続
的
な
農
林
業
の
展
開

産
業
振
興
に
よ
る
足
腰
の
強
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
の
減
少
等
に
よ
る
購
買
力
低
下
に
加
え
、
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
町
内
商
工
業
者
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
更
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
お
け
る
経
営
の
安
定
と
近
代
化
促
進
の

た
め
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
「
雨
竜
町
商
工
業

振
興
・
地
域
雇
用
推
進
事
業
」
及
び
融
資
や
利
子
補

給
事
業
の
実
施
、
消
費
活
性
化
事
業
や
Ｕ
Ｐ
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
引
き
続
き
受
け
て
い

る
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
「
商
工
業
者
持
続
化
応

援
給
付
金
交
付
事
業
」
や
「
新
し
い
生
活
様
式
に
対

応
し
た
店
づ
く
り
応
援
事
業
」
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
産
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
産
物
や
雨
竜

沼
湿
原
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の
創
出

と
開
発
に
取
り
組
む
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
及
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま

す
。 産

業
間
連
携
に
よ
る
活
力
あ
る
商
工
業
の
展
開

　

山
岳
型
高
層
湿
原
帯
と
し
て
貴
重
な
雨
竜
沼
湿
原

は
、
自
然
豊
か
な
「
う
り
ゅ
う
」
を
代
表
す
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
例
年
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
中
で
登
山

客
の
適
切
な
受
け
入
れ
と
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
施
設
の
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

訪
れ
る
登
山
客
が
快
適
に
散
策
で
き
る
よ
う
、
登

山
道
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
観
光
の
展
開
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執
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
道
の
駅
を
は
じ
め
、
雨
竜
沼
湿
原
・
い
き

い
き
元
気
村
な
ど
、
観
光
拠
点
施
設
の
効
果
的
な
連

携
を
図
り
、
農
産
物
・
商
工
観
光
・
文
化
な
ど
、「
う

り
ゅ
う
」
の
魅
力
を
観
光
協
会
と
連
携
し
、
情
報
発

信
す
る
と
と
も
に
、
誘
客
事
業
へ
の
支
援
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
協

定
は
、
本
年
度
が
最
終
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
町
民
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
イ
ベ
ン

ト
交
流
や
講
演
会
な
ど
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、
観
光
分
野
・
農
業
分
野
・

ふ
る
さ
と
納
税
関
連
な
ど
各
々
が
雨
竜
町
の
特
色
を

生
か
し
な
が
ら
、
積
極
的
な
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
後
押
し
す
る
た
め
、
今
後
に
お
い

て
も
、
諸
活
動
を
継
続
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
労
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
人
材
不
足
に
よ
り
、
常

時
雇
用
者
や
パ
ー
ト
職
員
の
人
材
確
保
も
難
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
存
企
業
・
商
店
に
お
け
る

経
営
強
化
の
た
め
、
事
業
拡
充
支
援
や
新
規
企
業
の

誘
致
に
よ
る
雇
用
環
境
を
創
出
し
、
就
業
機
会
の
確

保
と
充
実
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

雇
用
環
境
の
創
出
と
就
業
機
会
の
確
保

　
「
う
り
ゅ
う
」
に
は
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
眺
め

な
が
ら
、
勇
壮
な
暑
寒
連
峰
を
望
む
こ
と
が
で
き
る

美
し
い
景
観
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
田
園
地
帯
と
調
和

の
と
れ
た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
賃
貸
住
宅
の
住
環
境
の
向
上
と
定
住
の
促
進

を
目
的
と
し
、
建
替
え
事
業
を
進
め
て
い
る
「
わ
か

ば
団
地
」
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

既
設
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
工
事
は
、「
追
分
南
団

地
」
の
外
部
修
繕
工
事
を
は
じ
め
、
引
き
続
き
快
適

な
住
宅
環
境
の
維
持
・
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

分
譲
地
の
雨
竜
町
定
住
促
進
団
地
残
り
５
区
画
の

早
期
売
却
を
図
る
た
め
、
雨
竜
町
土
地
開
発
公
社
と

連
携
し
、
各
種
定
住
促
進
関
係
施
策
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、

町
内
外
か
ら
の
定
住
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
の
進
む
農
業
集
落
排
水
施
設
に
つ
き
ま
し

て
、
調
査
診
断
を
行
っ
た
成
果
を
基
に
、
満
寿
地
区

汚
水
処
理
場
の
実
施
設
計
を
行
い
、
施
設
整
備
事
業

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
適
正
処
理
と
環
境
衛
生
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
不
法
投
棄
の
監
視
や

啓
発
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
雨
竜
町
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
処
理
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
農
村
地
区
戸
別
収
集
を
引
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

美
し
い
景
観
と
暮
ら
し
や
す
い

生
活
環
境
の
融
合

明
る
く
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

　

防
災
・
減
災
対
策
で
は
、
防
災
訓
練
の
実
施
と
防

災
用
備
蓄
品
の
充
実
を
図
り
、
常
日
頃
か
ら
災
害
に

備
え
万
全
な
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

２
，
５
０
０
日
を
目
標
に
掲
げ
、
関
係
機
関
と
一
層

の
連
携
を
図
る
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
地
域
の
交
通
安

全
灯
の
修
繕
に
対
し
補
助
を
実
施
す
る
な
ど
、
交
通

事
故
の
抑
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
多
発
す
る
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故

防
止
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
サ
ポ

ー
ト
事
業
に
よ
り
、
自
主
的
な
免
許
証
返
納
を
呼
び

掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
交
通
手
段
の
確
保
対
策
と
し
て
、
廃
止
と
な

っ
た
滝
川
北
竜
線
の
バ
ス
路
線
補
完
運
行
を
円
滑
に

進
め
る
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
の
活
用
等
、

利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
及
び
橋
梁
の
維
持
・
補
修
・
長
寿
命
化
工
事

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

冬
期
間
の
道
路
管
理
に
つ
い
て
は
、
的
確
な
除
排

雪
体
制
を
整
え
、
１
年
を
通
し
て
、
安
全
で
快
適
な

交
通
環
境
の
確
保
に
向
け
、
適
切
な
路
線
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
提
供

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
引

続
き
早
期
終
息
を
目
指
し
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
等
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
・
介
護
予
防
対
策
に
つ

い
て
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
疾
病
の
早

健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
の
整
備
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期
発
見
と
重
症
化
予
防
対
策
を
主
眼
に
、
感
染
症
予

防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
各
種
健
診
・
健
康
教
育
・
相

談
事
業
・
訪
問
事
業
等
を
継
続
し
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

各
種
が
ん
検
診
、
国
保
特
定
健
診
及
び
歯
科
健
診

に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
の
無
料
化
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
若
年
健
診
を
30
〜
39
歳
に
拡
大
し
、
定
期

的
な
受
診
で
若
い
時
期
か
ら
健
康
管
理
に
役
立
て
る

よ
う
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
国
民

健
康
保
険
運
営
方
針
を
基
に
空
知
中
部
広
域
連
合
と

連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
は
、
妊
産

婦
健
診
費
用
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
、
不
育
症
等

治
療
費
へ
の
助
成
事
業
及
び
保
育
料
の
全
額
助
成
や
、

保
育
園
の
環
境
整
備
充
実
を
図
り
、
引
続
き
子
育
て

に
優
し
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
及
び
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
を
継
続
実
施

し
、
高
齢
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
き
い
き
館
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
環
境

整
備
を
図
る
な
ど
、
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法

及
び
第
６
期
雨
竜
町
障
害
福
祉
計
画
、
第
２
期
雨
竜

町
障
害
児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
適
切

に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送

る
た
め
、
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
に
よ
る
「
地
域
づ

く
り
」、「
人
づ
く
り
」、「
仲
間
づ
く
り
」
を
推
進
し

ま
す
。
各
種
事
業
を
通
し
て
学
び
に
対
す
る
動
機
づ

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る

生
涯
学
習
社
会
の
形
成

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ

な
い
中
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
安
全
を
守
り
な
が

ら
学
び
を
保
障
す
る
適
切
な
教
育
環
境
の
確
保
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
社
会
的
変
化
が
急
速

に
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
分
自
身
の
将
来
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
る
こ
と
で
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
し
っ
か

り
判
断
し
て
行
動
で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
る

教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
「
ふ

る
さ
と 

う
り
ゅ
う
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
児
童
生

徒
の
育
成
を
目
指
し
た
学
校
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

小
中
学
校
が
連
携
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
、
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
た
教
育

活
動
に
よ
り
、
雨
竜
町
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育
制

度
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
雨
竜
町
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

た
学
校
法
人
田
中
学
園
立
命
館
慶
祥
小
学
校
と
の
連

携
事
業
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
と
学

校
間
交
流
に
よ
る
学
校
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
教
育
の
充
実

明
る
い
未
来
を
描
く
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り

け
を
行
い
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

と
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
各
世
代
に
多
様
な
学
習

機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

冬
場
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
一
般
開
放
日
を
設
定
す
る
な
ど
、
心
身
と

も
に
健
康
で
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連

携
し
、
指
導
体
制
の
構
築
や
環
境
づ
く
り
、
事
業
支

援
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
種
文
化
団
体

の
育
成
や
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
文
化
活
動
へ
の

参
加
や
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
伝
統
芸
能
保
存
活
動
に
対
し
、
支
援

と
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
有
効
活
用

に
努
め
、
利
用
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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町政執行方針

　

住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
住
民
目
線
で
の
対
話
を
重
視
し
た
各
種
集
会

等
の
開
催
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
、

引
き
続
き
町
内
会
活
動
な
ど
を
中
心
に
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
活
動
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

住
民
参
加
に
よ
る
愛
着
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
、
行
政
水
準
の
向
上
を

図
る
た
め
、
各
種
経
費
の
節
減
・
合
理
化
及
び
財
源

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
基
金
の
適
切
な

運
用
と
行
政
資
産
を
適
正
に
管
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
広
域

で
構
成
す
る
一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
、
及
び
中

空
知
定
住
自
立
圏
の
事
業
に
構
成
市
町
と
緊
密
に
連

携
し
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
健
全
化
の
推
進

　

町
民
に
必
要
な
行
政
情
報
を
的
確
に
伝
え
る
た
め
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
う
り
ゅ
う
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
手
続
き
の
押
印
を
廃
止
す
る
こ
と
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
町
政
懇
談
会
や
町

内
会
長
会
議
を
通
し
て
、
町
政
へ
の
意
見
反
映
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
と
住
民
と
の
対
話
の
促
進

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
る
よ
う
、
新
た
な
定

住
促
進
事
業
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
住
み
続
け
た
く

な
る
「
う
り
ゅ
う
」
の
魅
力
を
、
町
内
外
に
向
け
積

極
的
に
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
は
、
各
種
取
り
扱

い
サ
イ
ト
の
活
用
を
広
げ
、
更
に
特
産
品
の
開
発
と

掘
り
起
し
を
行
い
、
返
礼
品
の
拡
充
と
首
都
圏
に
向

け
た
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
に
人
を
呼
び
込
む
活
動
の
展
開
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令
和
４
年
度

町
教
育
行
政
執
行
方
針

　

令
和
４
年
雨
竜
町
議
会
第
１
回
定
例
会
に
あ
た
り
、

教
育
行
政
の
執
行
に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
の
在
り

方
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
未
だ
見
え
ず
、
先
行
き
不

透
明
で
予
測
が
つ
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち
の
健

康
と
安
全
を
守
り
な
が
ら
学
び
を
継
続
、
そ
し
て
保

障
し
て
い
く
適
切
な
教
育
環
境
の
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
有
効
活
用
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
、
さ
ら
に
授

業
改
善
へ
の
取
組
の
推
進
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

児
童
生
徒
が
主
体
的
に
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学

び
、
自
ら
考
え
、
し
っ
か
り
と
行
動
で
き
る
「
生
き

る
力
」
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
教
育
活
動
を
展
開
し
、

日
本
の
未
来
を
担
う
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
と
、「
ふ
る
さ
と 

う
り
ゅ
う
」
に
誇

り
と
愛
着
を
持
つ
「
児
童
生
徒
」
の
育
成
を
目
指
し

た
雨
竜
町
の
特
色
あ
る
学
校
教
育
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
町
民
が
学
習
す
る
こ
と
に
幸
せ
を
実
感

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
感
じ
、
心
豊
か
に
人

生
を
過
ご
す
た
め
に
、
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
よ

る
「
地
域
づ
く
り
」、「
人
づ
く
り
」、「
仲
間
づ
く
り
」

を
推
進
し
、
一
人
ひ
と
り
の
様
々
な
目
的
に
繋
が
る

よ
う
学
習
内
容
を
充
実
し
、
学
び
に
対
し
て
の
動
機

づ
け
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
通
じ
、
地
域
ぐ
る
み

で
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
そ
し
て
「
み

ん
な
い
き
い
き
・
の
び
の
び
」
と
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
習
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、「
第
６
次
雨
竜
町
社

会
教
育
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
社
会
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
具
体
的
項
目
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
経
営

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
取
組
と
し

て
「
持
続
的
な
学
校
運
営
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

や
「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基

づ
き
、
学
習
内
容
や
活
動
内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
教

育
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、「
学
び
を
止
め
な
い
」、「
学

び
の
保
障
」
を
基
本
と
し
て
学
校
運
営
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

義
務
教
育
９
年
間
を
連
続
し
た
教
育
課
程
と
捉
え

る
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
を
基
盤
と
し
て
、
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
「
学
力
の
向
上
」
を
目
指
し
て
個

性
や
能
力
を
伸
ば
し
、
無
理
な
く
次
の
段
階
に
移
行

で
き
る
よ
う
、
小
学
校
と
中
学
校
が
よ
り
一
層
連
携

を
密
に
し
た
学
校
経
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
教
職
員
が
目
指
す
義
務
教
育
修
了
時

の
子
ど
も
像
を
共
有
し
系
統
的
な
教
育
を
行
い
、
義

務
教
育
９
年
間
を
修
了
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
・

体
力
・
豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
校
長
の

力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
教
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
活
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
昨
年
９
月
に
雨
竜
町
と
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
学
校
法
人
田
中
学
園
立
命

館
慶
祥
小
学
校
と
の
連
携
事
業
に
よ
り
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
教
材
の
活
用
を
通
し
た
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
、

都
市
部
の
子
ど
も
と
の
交
流
、
さ
ら
に
は
私
立
学
校

に
お
け
る
教
科
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
、
教
職
員

の
指
導
力
向
上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

教
育
課
程

　

学
校
教
育
を
通
じ
て
、
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
り

を
持
ち
、
地
域
全
体
で
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て

る
の
か
と
い
う
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
視
点
に
立

ち
、
ま
ち
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
キ

ャ
リ
ア
教
育
」
を
積
極
的
に
展
開
す
る
な
ど
、
新
学

習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
雨
竜
町
と
し
て
の

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。 学

校
教
育

すべての町民が学習することに幸せを
実感できる社会の実現
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昨
年
度
試
行
的
に
実
施
し
た
２
学
期
制
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
よ
り
正
式
に
導
入
す
る
こ
と
と
し
、
授

業
時
数
の
確
保
及
び
学
習
評
価
を
よ
り
適
正
に
行
い
、

個
々
に
応
じ
た
学
習
や
学
校
行
事
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
、
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ

る
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
学
校
法
人
田
中
学
園
立
命
館
慶
祥
小
学
校

と
の
学
校
間
連
携
を
通
じ
、
外
国
語
活
動
の
強
化
を

は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
交
流
授
業
や
雨
竜

町
の
地
域
性
を
活
か
し
た
体
験
活
動
を
合
同
で
行
う

な
ど
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
習
指
導

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
確
実
な
習
得

を
図
る
た
め
、
各
種
調
査
等
の
結
果
を
分
析
し
、
学
力
・

学
習
状
況
の
把
握
・
検
証
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教

員
加
配
制
度
を
活
用
し
た
教
員
の
定
数
増
及
び
教
員

免
許
所
有
者
に
よ
る
学
習
指
導
専
門
支
援
員
の
継
続

配
置
に
よ
り
、
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り
、
学
力
向

上
対
策
と
校
内
指
導
体
制
を
強
化
し
、
通
常
授
業
の

改
善
と
学
習
習
慣
の
定
着
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
で
作
成
し
た
「
学
校
経
営
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
シ
ー
ト
」
に
基
づ
く
取
組
や
、
小
中
相
互
乗

り
入
れ
授
業
、
小
中
合
同
教
員
研
修
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
教
職
員
全
員
が
学
校
教
育
の
変
化
に
円
滑
対

応
で
き
る
よ
う
、
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
共
通
認

識
を
持
ち
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実

現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

道
徳
教
育

　

多
様
な
価
値
観
に
よ
り
答
え
が
多
岐
に
わ
た
る
道

徳
的
な
課
題
に
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
向
き
合
い
、「
考
え
、
議
論
す
る
」
道
徳
の
授
業

を
要
と
し
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
生
命
の
尊
さ

や
思
い
や
り
・
感
謝
の
心
を
持
ち
、「
ふ
る
さ
と　

う

り
ゅ
う
」
に
愛
着
を
持
つ
児
童
生
徒
の
育
成
を
め
ざ

し
、
道
徳
教
育
を
よ
り
一
層
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
、
全
教
職

員
で
道
徳
教
育
の
指
導
計
画
や
指
導
方
法
を
工
夫
・

改
善
す
る
と
と
も
に
、
９
年
間
を
見
通
し
た
「
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用
を
図
り
、
児
童
生

徒
の
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
む
取
組
を
教
育
課
程

に
位
置
づ
け
、
道
徳
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
活
動

　

社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
良
い
生
活
や
人
間
関
係

を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
・
実
践
的
な
態
度
を
育
て

る
た
め
に
は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の

「
個
性
」
を
認
め
合
い
、
助
け
合
う
望
ま
し
い
人
間
関

係
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
連
帯
感
や
達
成

感
を
養
い
、
小
中
学
校
の
連
携
に
よ
る
合
同
行
事
な

ど
も
工
夫
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
成
長
が
実
感
で

き
る
特
別
活
動
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　

課
題
解
決
や
探
究
活
動
に
主
体
的
、
創
造
的
、
協

力
的
に
取
り
組
む
態
度
や
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
資
質
・
能
力
を
育
て
る
た
め
、
一

人
ひ
と
り
の
将
来
の
人
生
観
・
社
会
観
・
職
業
観
を

育
む
職
場
体
験
学
習
や
メ
ロ
ン
栽
培
、
米
づ
く
り
等

の
実
習
活
動
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
内
関
係
団
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
徒
指
導

　

一
人
ひ
と
り
の
個
性
、
能
力
、
適
性
等
を
伸
ば
し
、

自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
き
め
細
か

な
指
導
を
行
い
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
命

の
大
切
さ
」
や
「
い
じ
め
を
許
さ
な
い
心
」
を
醸
成

す
る
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

各
学
校
に
お
い
て
、「
雨
竜
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
く
組
織
的
・
計
画
的
な
対
応
を
行
い
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
解
決
を
図
る
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
に
向
け
た
取
組
や
集
会
等
を
小
中
学

校
合
同
で
実
施
し
、「
い
じ
め
は
絶
対
許
さ
な
い
」
と

い
う
考
え
を
子
ど
も
た
ち
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な

ど
教
育
相
談
機
能
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
在
籍
時
の
心
や
体
の
経
年
変
化

を
小
中
全
教
職
員
で
共
有
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
カ
ル

テ
を
活
用
し
て
き
め
細
か
な
指
導
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

健
康
・
安
全
指
導

　

児
童
生
徒
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
は
心
身

の
健
康
や
安
全
な
環
境
の
確
保
が
極
め
て
大
切
で
あ

り
、
健
康
的
な
生
活
の
習
慣
化
と
安
全
に
対
す
る
意

識
の
向
上
を
家
庭
や
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
感
染

予
防
の
徹
底
に
学
校
全
体
で
取
り
組
み
、
安
全
で
安

心
な
校
内
環
境
の
保
持
に
努
め
、
非
常
時
に
は
関
係

機
関
と
連
携
し
、
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

は
、
虫
歯
予
防
対
策
と
し
て
継
続
し
て
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

火
災
や
自
然
災
害
、
不
審
者
等
に
対
応
す
べ
く
、

避
難
訓
練
や
集
団
下
校
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に

小
中
合
同
で
「
一
日
防
災
学
校
」
を
行
い
、
防
災
教

育
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
北
海
道
警
察
や
関

係
機
関
と
連
携
し
て
実
施
し
、
若
年
層
か
ら
の
薬
物

に
対
す
る
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
優
先
か
つ
機
能
的
に
実

施
す
る
た
め
の
「
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

全
職
員
が
共
通
理
解
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
学

校
生
活
に
迅
速
か
つ
組
織
的
に
対
応
が
で
き
る
よ
う

徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大

限
に
伸
ば
せ
る
よ
う
個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
て
教

育
的
ニ
ー
ズ
と
本
人
、
保
護
者
の
願
い
を
把
握
し
、

個
別
の
指
導
計
画
に
お
い
て
教
職
員
が
共
通
理
解
を

図
り
な
が
ら
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
１
名

増
員
し
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
情
報
の
共
有
と
適
切
な
指
導
や
支
援
に
努
め
る

と
と
も
に
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
き
め

細
か
な
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境

　

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
「
教

育
の
情
報
化
」
を
積
極
的
に
進
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
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し
た
「
水
泳
教
室
」
な
ど
、
様
々
な
体
験
活
動
と
学

習
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
親
子
で
参
加
で
き

る
教
室
も
多
数
展
開
し
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と
子

育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
雨
竜
高
等
養
護
学
校
の
協
力
の
も
と
実

施
し
て
い
る
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
は
じ
め
、

家
庭
学
習
の
定
着
と
基
礎
学
力
向
上
対
策
で
あ
る
「
雨

竜
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
」
や
、
町
子
ど
も
会
育
成

連
活
動
へ
の
支
援
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

成
人
教
育

　

多
様
化
・
高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
対
応
す
る
た
め
、
各
種
団
体
や
サ
ー
ク
ル
活
動

の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り

や
体
力
づ
く
り
に
関
す
る
教
室
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
を
推
進
す
る
一
連
の
機
会
を
設
け
、
よ
り
多
く

の
方
に
興
味
を
持
っ
て
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
教
室

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
の
民
法
改
正
に
よ
り
成
人
年
齢
が 

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
本

町
で
は
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
20
歳
を
対
象
と
し

た
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、「
は
た
ち
を
祝
う
会
」

と
し
て
内
容
を
新
た
に
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

高
齢
者
教
育

　

高
齢
者
が
明
る
く
健
や
か
で
有
意
義
な
生
活
を
送

る
た
め
、
健
康
を
保
持
し
、
教
養
を
深
め
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
習
で
き
る
雨
竜
町
高
齢
者
の
学
び
の
場

「
い
き
い
き
学
園
大
学
」
を
引
き
続
き
開
催
し
、
学
習

内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
に
よ
り
、
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
機
会
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の
連

携
協
力
に
よ
り
、
18
回
目
の
開
催
と
な
る
「
キ
ッ
ズ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
雨
竜
」
を
は
じ
め
、
幼
少
時
か
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末
の
特
性
を
生
か
し
た
授
業
や
持
ち
帰
り
等
に
よ
り

家
庭
学
習
で
の
効
果
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
活
用
事
業
に
よ
り
英
語
及
び
他
１

教
科
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に

導
入
し
、
今
後
の
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
利
用

に
対
応
す
べ
く
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
十
津
川
町
と
の
学
校
給
食
共
同
実
施
に
お
い
て

は
、
雨
竜
町
産
農
産
物
を
含
め
た
地
産
地
消
を
通
じ
、

安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
食
の

指
導
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
に
つ
い

て
の
情
報
共
有
と
研
修
を
行
い
、「
雨
竜
町
学
校
給
食

に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
」
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
学
校
給
食
費
の
助

成
と
、
修
学
旅
行
費
助
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
就
学
時
前
に
必
要
と
な
る
世
帯
に
対
し
て
、

就
学
援
助
制
度
の
入
学
前
適
用
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
ト
ロ
ン
ト
国
語
教
室
と
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
注
視
し
、

本
年
は
ト
ロ
ン
ト
市
か
ら
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
準

備
を
進
め
、
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
児
・
青
少
年
教
育

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
乳
幼
児
期
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
と
し
て
、

生
後
10
か
月
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
た
に
保
育
園
年
中
児
、
小
学
１
年
生
及

び
中
学
１
年
生
を
加
え
、
よ
り
一
層
読
書
活
動
の
定

着
と
読
解
力
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
歳
６
か
月
の
幼
児
を
対
象
と
し
た
「
ウ

ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
雨
竜
高
等
養
護
学
校
の
協

力
の
も
と
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ち
び
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
様
々
な
分
野
の
講
師
を

招
致
し
、
町
内
で
の
開
催
を
主
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
ど
も
英
語
教
室
」
や
子
ど
も
を
対
象
と

社
会
教
育

ら
の
体
力
づ
く
り
と
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
醸
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
野
球
教
室
」

や
「
キ
ッ
ズ
体
力
ア
ッ
プ
教
室
」
の
開
催
、
身
体
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る
「
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」
や
「
栄

養
学
講
座
」
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

芸
術
文
化
振
興

　

雨
竜
町
の
文
化
活
動
を
行
う
方
々
が
発
表
す
る
貴

重
な
機
会
で
あ
る
「
町
民
文
化
祭
」
の
開
催
を
は
じ
め
、

芸
術
や
文
化
団
体
の
育
成
と
活
動
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
伝
統
芸
能
を
「
う
り
ゅ
う
」
の
歴
史

的
文
化
と
し
て
次
世
代
に
伝
承
す
る
た
め
、
今
後
も

郷
土
伝
統
芸
能
の
活
動
に
対
し
て
、
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
施
設
維
持
管
理

　

社
会
教
育
活
動
を
行
う
上
で
の
拠
点
と
な
る
各
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
有
効
活
用
に
努
め
、
常
に

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
施
設
の
環
境
改
善
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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一般会計予算
URYU-GENERAL ACCOUNT BUDGET 2022

【産業の振興】

　「ライスコンビナート改修事業」に5,058万2千円、農業振興
施策として「うりゅう水稲活力R助成金」に750万円、「特産品
栽培ハウス設置補助金」に400万円、就農支援対策として「新
規就農者育成補助金」に685万2千円、「うりゅう農業後継者未
来応援金」に750万円と、新規就農者等の育成を目的とした「就
農コーディネーター関係費」として250万8千円、道営基盤整備
事業における「農地整備事業負担金」に2,638万2千円、商工業
振興として「商工業者持続化応援給付金」に2,000万円、観光
振興として町内宿泊の観光客へ宿泊と買物クーポンを配布する

「観光誘客促進雨竜割引事業」に130万円のほか、各種産業振興
予算を計上しています。

予　算　概　要

【生活環境施設等の整備】

　現在建て替えが進められている「わかば団地公共賃貸住宅建
替事業」に2億8,961万5千円を計上するほか、「追分南団地外
部修繕事業」に1,232万円、「町道維持補修工事」に1,386万円、

「橋梁長寿命化改修事業」に3,062万1千円、「渭の津墓地駐車場
改修事業」に220万円など、公共施設の維持管理や除排雪経費
を計上しています。

【暮らしの安心】

　滝川北竜線の路線バス廃止に伴う代替交通として、南部地域
における「オシラリカ号運行委託料」と北竜町が運行する「有
償運行事業負担金」に計528万5千円、「シルバータクシー事業」
に395万7千円を計上するなど、地域の交通手段確保や「防災用
資材備品購入費」に124万4千円を継続して計上するほか、町内
の街路灯の９割補助を実施します

【医療・福祉事業の推進】

　保育園通園の保護者へ助成する「子育て支援保育料助成事
業」に894万円、妊婦健診など「子育て支援事業」に84万1千
円、助成額を引き上げた「インフルエンザ予防接種費用助成金」
に297万5千円のほか、町民対象の特定健診事等における自己負
担の無料化を継続して実施します。低所得世帯に助成する「冬
季生活支援事業」や「高齢者世帯等除雪費助成金」にそれぞれ
200万円を計上するほか、「感染症ワクチン接種対策費」におい
て接種関連費用に730万8千円を計上しています。

【教育環境の整備】

　田中学園立命館慶祥小学校との連携協定による「田中学園・
雨竜町こども未来プロジェクト」に300万円を計上し、学習機
会の拡充・児童の相互交流を図ります。また、オンライン家庭
学習通信費等助成」に118万8千円、「修学旅行費助成」に47万
5千円を計上するほか、学校給食費の保護者負担６割助成を継続
し、学習環境の整備、保護者負担軽減を図ります。

【まちづくりの推進】

　「ふるさと納税返礼事業」に1億6,971万3千円、令和４年度か
ら施行する「雨竜町住まいる定住促進事業」に3,438万円、「地
域おこし協力隊事業」に1,260万8千円、人材育成を目的とする

「うりゅう未来のまち・ひとづくり事業」に300万円、令和４年
度１年間の再協定を行った「北海道日本ハムファイターズパー
トナー協定事業」に310万円を計上するなど、ＰＲや交流事業
を推進します。
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一般会計

39億5,575万5千円（１人あたり1,786,701円）

※「％」は、一般会計予算に占める割合を示しています。
※１人あたりの金額は、令和４年２月末人口2,214人で割り返した金額です。

歳出予算 歳入予算

■　国民健康保険特別会計　　　　1億4,233万3千円
■　後期高齢者医療特別会計　　　　 4,237万8千円
■　農業集落排水事業特別会計　　　 6,130万6千円

町税

2億1,298万3千円　5.4％

皆さんが納めた税金

使用料・手数料

8,811万5千円　2.2％

公共施設の使用料、住民票などの交付手数料

国庫支出金

2億3,114万円3千円　5.9％

特定の事業に対し、国が支出する補助金

道支出金

3億1,713万4千円　8.0％

特定の事業に対し、道が支出する補助金

寄附金

2億3,001万円　5.8％

町への寄附金

町債

2億9,450万円　7.5％

事業を行う場合の財源不足分を補うために借りるお金

その他

2億9,837万円　7.5％

分担金や財産収入など

地方交付税

15億9,000万円　40.2％

国が財源の不足する市町村に配分するお金

繰入金

6億9,350万円　17.5％

事業を行うためなどに取り崩す貯金など

総務費

6億4,630万1千円　16.3％
１人あたり291,916円

一般事務費や財産管理、広報誌の発行などに使うお金

民生費
4億6,616万2千円　11.8％

１人あたり210,552円

社会福祉や老人福祉、保育園などに使うお金

衛生費
2億8,310万円　7.2％

１人あたり127,868円

健康づくりや保健事業、ごみ処理などに使うお金

農林水産業費
5億4,282万1千円　13.7％

１人あたり245,177円

農業振興や農道の整備などに使うお金

商工費
9,967万6千円　2.5％

１人あたり45,020円

商工業振興や観光事業などに使うお金

土木費
5億509万9千円　12.8％

１人あたり228,139円

道路整備や除排雪、公営住宅の管理などに使うお金

消防費

1億2,361万7千円　3.1％
１人あたり55,834円

滝川地区広域消防事務組合に対する負担金などに
使うお金

教育費
1億5,568万円　3.9％

１人あたり70,316円

小・中学校に係る経費や社会教育などに使うお金

公債費
5億5,469万7千円　14.0％

１人あたり250,541円

事業を行うために借りたお金の償還金

職員費
5億1,729万7千円　13.1％

１人あたり233,648円

職員の給料などに使うお金

その他
6,130万5千円　1.6％

１人あたり27,690円

議会などに要するお金

特別会計予算
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　雨竜町では、定住促進を目的に平成４年度より町独自の条例を制定し、人口の定着と増加及び定住の促進に
よる地域活性化と住民福祉の向上を目的に「雨竜町定住促進事業」を推進しています。
　本年４月より、新たな内容を盛り込んだ条例を制定し、更なる地域の活性化と移住・定住の促進を図り、次
世代育成を推進します。
　※本事業は本町に定住を確約される方が、交付要件をすべて満たす場合に対象となります。
　　詳細は下記に記載の各担当窓口宛ご相談ください。

雨竜町住まいる定住促進事業
～雨竜町住まいる定住促進条例：令和４年４月１日施行～

雨竜町出産祝金
金額：
第１子  ５万円（うちふれあい商品券２万円）
第２子  10万円（うちふれあい商品券３万円）
第３子以降 100万円（うちふれあい商品券22万円）
　　※第３子以降は３回に分けて交付します。
　（１回目：出産時）50万円（うち商品券10万円）
　（２回目：３歳時）20万円（うち商品券５万円）
　（３回目：６歳時）30万円（うち商品券７万円）
条件：父または母が出産時に２年以上本町に在住
　　　父及び母と子が同居（定住）し養育している者
申請：出生届の届日後
　　　第３子以降の２·３回目は年齢到達後最初の４月
窓口：住民課保健担当　☎77-2212

雨竜町宅地奨励金
●土地開発公社分譲地を購入または新規転入者が
　その他の住宅用地を購入
金額：購入費の１／２（上限150万円）
条件：雨竜町土地開発公社分譲地の土地を取得また
　　　は本町新規転入者でその他の土地を購入し、
　　　土地売買契約後５年以内に住宅を新築
●町内在住者がその他の土地を購入
金額：購入費の１／３（上限150万円）
条件：雨竜町土地開発公社分譲地以外の土地を取得
　　　し、土地売買契約後５年以内に住宅を新築
●定住促進団地を購入
金額：販売価格から５円／坪を控除した額
条件：雨竜町定住促進団地を取得し、土地売買契約
　　　後３年以内に住宅を新築
申請：住宅の建物表示登記完了後
窓口：総務課企画財政担当　☎77-2211

出産祝金交付事業 持ち家定住促進事業

雨竜町転入者奨励金・農業新規参入者奨励金
金額：単身世帯　10万円／家族世帯　20万円
条件：満45歳以下の町外者で、本町に定住するため
　　　に町内外事業所または町内の農業に就業（農
　　　業新規参入者は町内在住も含む）
　　　通年雇用の常勤労働者で、転入(在住)・就業
　　　ともに２年を経過
申請：転入（在住）・就業ともに２年を経過後
窓口：総務課企画財政担当　　　☎77-2211
　　　産業建設課農政林務担当　☎77-2213

雨竜町新規学卒者就業奨励金
金額：10万円
条件：新規学卒者で３年以内に町内外事業所または
　　　町内の農業に就業
　　　通年雇用の常勤労働者で、転入（在住）・就
　　　業ともに２年を経過
申請：転入（在住）・就業ともに２年を経過後
窓口：総務課企画財政担当　☎77-2211

雨竜町結婚定住祝金
金額：１組　10万円
条件：町内に２年以上在住し、結婚後も定住する者
　　　町内外事業所または町内の農業に就業してい
　　　る者
申請：婚姻届の届出日以降
窓口：総務課企画財政担当　☎77-2211

雨竜町持ち家奨励金
●1,000万円以上の新築住宅
金額：工事請負金額の10％（上限300万円）
条件：町内に自己が居住する専用住宅の新築工事を
　　　町内業者に発注し定住した者
●100万円以上の住宅リフォーム
金額：工事請負金額の10％（上限100万円）
条件：町内の自己が居住する専用住宅のリフォーム
　　　工事を町内業者に発注し定住した者
●空き住宅解体
金額：工事請負金額の１／３（上限30万円）
条件：町内の空き住宅付宅地を購入し、購入後１年
　　　以内に住宅新築のため既存住宅を解体した者
申請：新築またはリフォーム工事完了後
窓口：総務課企画財政担当　☎77-2211

若者定住促進事業（上限20万円）
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　研修や交流を目的に、国内外へ訪問する場合や、雨竜町へ人材を招へいする事業に対する助成を行っていま

す。交付申請は、事業実施の２か月前までに行うこととされていますので、活用を検討されている個人や団体

におかれましては、事前に下記担当窓口までご相談をお願いします。

　

　助成内容

　　①人材育成研修事業～対象経費の２/３以内

　　　研修派遣：旅費、滞在経費、研修経費など（上限額　国内15万円、国外50万円）

　　　講師招聘：講師謝金、旅費など（上限額　講師３名分まで）

　　②地域活性化交流事業～対象経費の１/２以内

　　　人材派遣：旅費、滞在経費、研修経費など（上限額　国内15万円、国外25万円）

　　　人材招聘：講師謝金、旅費など

　窓口：総務課企画財政担当　☎77-2211

うりゅう未来のまち・ひとづくり事業

　令和元年度から３年間の協定を行っていた北海道日本ハ

ムファイターズとのパートナー協定が、コロナ禍により事

業が縮小されたことから、令和４年度１年間の再協定を締

結しました。この事業では、球団関係者を招いた教室や交

流を行うほか、町民向けの講演会や球場における町のＰＲ

事業を計画しています。事業内容は広報等でお知らせします。

北海道日本ハムファイターズパートナー協定事業
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　パートナー協定を締結する北海道日本ハムファイターズとの活動の一環として、令和４年４月１日から令和５年３月
31日までの１年間、球団マスコット「B・B」が行う地域貢献プロジェクト「The HOME～B・Bみらい大志プロジェクト」
に参加します。
　この事業では、１年間かけて継続的に町おこしに取り組むプロジェクトです。イベントや農業などへの活動に「B・B」
が参加することも計画しています。
　活動の内容は、町ホームページ、広報でお知らせするとともに、B・Bのブログ「The HOME～B・Bみらい大志
Diary」において随時情報が発信されています。

B・B関連記事はコチラ↓
　球団ニュースリリース　https://www.fighters.co.jp/news/detail/00003881.html
　球団公式サイト内「The HOME」活動紹介　https://www.fighters.co.jp/expansion/csr/the_home/
B・Bブログ「The HOME～B・Bみらい大志Diary」
　https://www.bbthehome.com/

The HOME～B・Bみらい大志プロジェクトについて
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おめでとう

　義務教育課程を修了した15人の雨竜中学校の卒業

生。卒業証書授与では、堂々とした表情で３年間の成

長の証を受け取りました。

　多田光次郎校長からの式辞では「卒業生のみなさん

の自ら考え、主体的に行動する姿は未来を切り開く原

動力となるでしょう。未来が輝きに満ちたものになる

よう祈念いたします」とはなむけの言葉が送られまし

た。

　在校生を代表して三宅由希乃さん（中２）が「楽し

い思い出をたくさんありがとうございました。それぞ

れの道で活躍してください」と感謝の言葉が送られま

した。

　卒業生の三輪尚樹さんは「この仲間と過ごした日々

は一生忘れません。これからはそれぞれの夢に向かっ

て歩んでいきます」と決意を述べ、卒業生で合唱曲『友』

を歌い、会場は感動に包まれました。また、涙ながら

に別れを惜しむ卒業生の姿がみられました。

３月11日

雨竜中学校　卒業生15人

　卒業生17人は、これまでの成長を見守ってきた保護
者や先生に向かって「将来の夢は小説家です。中学校
では国語や英語を頑張りたいです」「今まで支えてく
れてありがとう。これからもよろしく」など、将来の
夢や中学校での目標、感謝の気持ちをひとりずつ述べ
て、卒業証書を受け取りました。
　角銅隆校長から式辞で「これからの時代は予測が困
難な世界と言われていますが、信念をもって、元気に
生きてください」と激励の言葉が送られました。
　新型コロナウイルス感染対策で出席が叶わなかった
在校生からは、卒業生一人ひとりに感謝の言葉がビデ
オメッセージで送られ、卒業生は合唱曲『旅立ちの日
に』を歌い、「小学校の思い出を胸に、新たな１歩を
あゆみ出します」と決意を述べました。

３月18日

雨竜小学校　卒業生17人
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祝 卒業・卒園

　式典では在校生代表から「先輩たちはいつも優しく

声をかけてくれて、心に響くアドバイスをくれました。

私たちも後輩の良き見本となるような上級生を目指し

ます」と送辞が述べられ、卒業生代表の答辞では「入

学当初は、できないことばかりでしたが、努力をする

ことで成長することができました。これからは、学校

で学んだことを活かして恩返しをしていきたいです」

と高校生活の思い出や新たな目標への決意が述べられ

ました。

　また、廊下には卒業生のマグカップやマフラーなど

の卒業制作と在校生からのお祝いメッセージが飾ら

れ、３年間の思い出であふれていました。

３月４日

雨竜高等養護学校　卒業生33人

　卒園児たちは、可愛らしい衣装に身を包み保護者や

先生が見守る中、大きな声で「ありがとうございます」

と卒園証書を受け取り、保護者に感謝の手紙と花束を

贈りました。

　酒井美恵子園長から「保育園では、遊びを通じて友

達を思いやる心や協力する大切さを学んで、成長する

姿を見ることができました。小学校でも仲良く元気に

頑張ってください」とエールが送られました。

　式の最後には、卒園児たちが「おおきくなったよ」

を斉唱し、歌に載せて「いつも美味しいお弁当を作っ

てくれてありがとう」など感謝の気持ちを届けました。

３月26日

雨竜町保育園　卒園児13人
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雨
竜
小
学
校

教　頭

藤 田 淳 一

　

こ
の
度
の
異
動
で
芦
別
市
立
上
芦

別
小
学
校
へ
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
雨
竜
小
学
校
で
は
３
年
間
、

明
る
く
素
直
な
子
ど
も
た
ち
、
そ
し

て
保
護
者
・
地
域
の
方
々
に
支
え
て

頂
き
な
が
ら
、
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

雨
竜
の
教
育
環
境
は
、
ど
の
地
域

に
も
自
慢
で
き
る
も
の
で
す
。
特
に

施
設
一
体
型
小
中
併
設
校
舎
で
の
教

育
は
、
小
中
９
年
間
の
児
童
生
徒
の

成
長
を
見
守
る
た
め
に
と
て
も
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
雨
竜

町
な
ら
で
は
の
米
や
メ
ロ
ン
の
栽
培

活
動
、
ト
ロ
ン
ト
と
の
交
流
な
ど
本

当
に
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
教
育
活

動
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
雨
竜
の

よ
さ
、
地
域
の
教
育
力
の
高
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
雨
竜
で

の
経
験
を
活
か
し
、
新
任
地
で
も
よ

り
一
層
研
鑽
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
雨
竜
の
子
ど
も
た
ち
の
活

躍
、
そ
し
て
地
域
保
護
者
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
３
年

間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

教　諭

髙 橋 宏 之

　

６
年
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

明
る
く
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
６

年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
幸
せ
で
し
た
。
小
学
校
、
中
学
校

が
一
体
と
な
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
、

雨
竜
ほ
ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
が
学
校
、

児
童
生
徒
の
た
め
に
活
動
す
る
地
域

を
他
に
知
り
ま
せ
ん
。
町
内
、
ど
こ

を
歩
い
て
も
学
校
の
敷
地
み
た
い
な

感
覚
で
し
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
教
師

集
団
の
力
と
な
り
、
ひ
い
て
は
子
ど

も
た
ち
の
力
を
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
し
て

い
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
感
謝
！
！
で
す
。

　

私
事
で
す
が
、
60
歳
、
定
年
の
節

目
と
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
少
し
教

員
を
す
る
予
定
で
す
。
雨
竜
の
名
声

を
汚
さ
ぬ
よ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

好
き
な
雨
竜
沼
や
南
暑
寒
岳
に
行
こ

う
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
山
道
で
お

会
い
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
６
年

間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

このページでは、小・中学校の転出される方から
寄せられたごあいさつを掲載します。
転入される方につきましては、次号にて紹介します。 Personnel Changes In Spring

教　諭

髙 桑 徹 也

　

明
る
く
元
気
で
素
直
な
子
ど
も
た

ち
と
、
協
力
的
な
保
護
者
や
地
域
の

皆
様
、
素
晴
ら
し
い
職
場
の
先
生
方

の
お
か
げ
で
、
楽
し
く
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
７
年
間
で
中
・
高
学
年
の
担

任
を
６
回
も
で
き
た
こ
と
、
２
回
も

卒
業
担
任
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
、
算
数
・
理
科
Ｔ
Ｔ
と
し
て
多
く

の
学
年
の
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
最
高
の
宝
物

で
す
。
中
学
校
体
育
の
剣
道
の
授
業

で
、
中
学
生
に
な
っ
た
教
え
子
た
ち

と
授
業
が
で
き
た
こ
と
や
、
卒
業
し

た
教
え
子
の
成
長
を
身
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
施
設
一
体
型

併
設
校
な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
も

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
い
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
し

ま
す
。

　

新
任
地
で
も
、
雨
竜
小
・
中
学
校

で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を

生
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

事務職員

穴 口 夕 夏

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
、
26
年

間
勤
務
し
た
空
知
管
内
を
後
に
し
、

旭
川
市
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

雨
竜
小
学
校
で
は
４
年
間
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
平
成
８

年
か
ら
平
成
15
年
ま
で
勤
務
し
た
７

年
と
合
わ
せ
ま
す
と
、
通
算
11
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

雨
竜
町
に
は
、
い
つ
も
学
校
の
要

望
に
す
ば
や
く
対
応
し
て
い
た
だ

き
、
教
育
活
動
が
円
滑
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
す
ば
ら
し
い
町
だ
と
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
要
望

が
多
か
っ
た
冷
房
設
備
が
昨
年
、
各

教
室
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
育

環
境
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
本
当

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

雨
竜
町
は
子
ど
も
た
ち
を
町
民
み

ん
な
で
見
守
り
育
て
る
す
ば
ら
し
い

町
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
す
ば
ら
し

い
町
で
在
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

ど
う
か
み
な
さ
ん
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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Personnel Changes In Spring

雨
竜
中
学
校

校　長

多 田 光 次 郎

　

平
成
の
最
後
の
年
に
雨
竜
中
学
校

に
赴
任
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
３
年

間
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
２
年
以
上
に
わ
た
っ
て
教
育
活
動

に
も
様
々
な
制
限
が
か
か
っ
て
い
ま

す
が
、
生
徒
の
明
る
く
、
何
事
に
も

前
向
き
に
取
り
組
む
姿
に
元
気
を
も

ら
い
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
た

く
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
学
校
教
育
活
動
を
推
進

し
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

中
学
校
勤
務
し
か
経
験
が
な
か
っ

た
自
分
に
と
っ
て
、
毎
日
小
学
生
の

元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
学
校
の

環
境
は
と
て
も
新
鮮
で
、
そ
の
小
学

生
が
中
学
校
に
入
学
し
、
日
々
成
長

し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
や
小
中
一
貫
教
育
制
度
、
２
学

期
制
の
導
入
な
ど
、
雨
竜
小
・
中
学

校
の
大
き
な
変
わ
り
目
に
携
わ
れ
た

こ
と
も
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
新
任
地
で
も
こ
の
経
験
を
活

か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

教　諭

中 川 　 誠

　

雨
竜
中
学
校
で
７
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
雨
竜
中
学

校
の
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
地

域
の
方
々
に
は
様
々
な
面
で
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
の
雨
竜
中
学
校
の
７

年
間
の
勤
務
は
、
か
つ
て
雨
竜
高
等

養
護
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
双
六
で
い
え
ば
「
ふ
り
だ
し
」

に
戻
っ
た
感
じ
で
し
た
。
雨
竜
中
学

校
で
は
、
中
学
校
の
授
業
だ
け
で
な

く
雨
竜
小
学
校
へ
の
「
乗
り
入
れ
授

業
」、
部
活
動
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
・
野
球
部
を
担
当
し
、
空
知
大
会

へ
の
引
率
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、
多

く
の
新
た
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　

新
任
地
の
砂
川
中
学
校
で
は
、
初

心
に
返
り
つ
つ
、
雨
竜
中
学
校
で
の

経
験
も
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教　諭

小 川 佳 菜 子

　

雨
竜
町
へ
赴
任
し
て
か
ら
６
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
６
年
前
、
雨
竜
と

い
う
町
に
も
、
小
中
併
置
の
校
舎
に

も
な
じ
み
が
な
く
、「
慣
れ
る
に
は
時

間
が
か
か
る
か
な
」
と
い
う
心
構
え

で
着
任
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
町
内
の

方
々
に
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

雨
竜
町
で
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

職
場
体
験
や
雨
竜
沼
登
山
、
お
祭
り

や
施
設
で
の
吹
奏
部
に
よ
る
演
奏
活

動
な
ど
、
雨
竜
の
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
数
々
の
場
面
で
町
の
人
と
触
れ

あ
え
た
こ
と
が
、
私
の
か
け
が
え
の

財
産
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
培
っ

た
経
験
を
次
の
勤
務
地
で
あ
る
歌
志

内
学
園
で
活
か
し
て
い
き
た
い
と
強

く
思
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
６
年
間
で
ま
だ
達

成
で
き
て
い
な
い
南
暑
寒
別
岳
登
頂

は
今
年
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。
他
に

も
雨
竜
沼
、
お
米
、
メ
ロ
ン
…
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
雨
竜
町
を
ま
た
訪
れ
た

い
で
す
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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このページでは、雨竜高等養護学校の転出される方から
寄せられたごあいさつを掲載します。
転入される方につきましては、次号にて紹介します。

雨
竜
高
等
養
護
学
校

校　長

髙 橋 一 矢

　

こ
の
度
、
道
南
の
八
雲
高
等
学
校

へ
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

着
任
し
た
２
０
２
０
年
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
こ
の
２

年
間
は
未
来
へ
の
展
望
が
見
え
づ
ら

い
状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
励
み
に
、
何
と
か
、
手
探
り
で
は

あ
り
ま
す
が
教
育
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
２
年
間
と
い
う
短
い

期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
校
在

勤
中
は
雨
竜
町
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
任
校
は
生
徒
数
が
こ
れ
ま
で
の

約
３
倍
に
な
り
ま
す
。
自
ら
の
経
験

の
幅
を
広
げ
る
良
い
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。
初
心
に
立
ち
返
り
一
か
ら
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
。

今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
お
礼
か
た
が
た
異
動
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

事務長

白 井 邦 孝

　

こ
の
度
、
旭
川
農
業
高
等
学
校
へ

異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
31
年
４
月
か
ら
３
年
間
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
雨
竜
町
の

皆
様
の
あ
た
た
か
さ
に
支
え
ら
れ

て
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
で
経
験
で
き
た
こ
と
を

今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

雨
竜
高
等
養
護
学
校
で
は
、
雨
竜

町
の
御
支
援
に
よ
り
、
生
徒
の
教
育

活
動
の
充
実
を
大
い
に
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
学

校
へ
の
御
支
援
と
御
協
力
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
雨
竜
町
の

ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
町
民
の
皆
様

の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今月のこのまちだいすきは裏表紙へ

主な登場人物紹介

　町では、若い世代の移住・定着を促進するため、

低所得者の婚姻に伴う新生活に対し支援を行って

います。助成金の詳細は下記担当窓口までお問い

合わせください。

　

　要　　件：結婚を機に新たに住宅を購入・賃借し、

夫婦ともに39歳以下で、前年の夫婦

の所得合計が400万円未満であること

　対象経費：住居費（購入費、賃料、敷金、礼金など）

　　　　　　　※他の公的制度による家賃補助を

　　　　　　　　受けている場合は対象外

　　　　　　引越費用（引越業者、運送業者等へ

　　　　　　支払う実費）

　助 成 額：１世帯あたり上限30万円

　窓　　口：総務課企画財政担当　☎77-2211

雨竜町結婚新生活支援事業
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課(局) 課　　長 担当名 主　　幹 主　　査 主　　任 主事等

総務課 課長

　源　　　英　博
総　　務 　[総務防災]

　梶　田　勝　也
　長　原　康　雄

　[庶務職員]
　青　柳　祐揮枝

　山　下　隼　平 　髙　坂　直　幸
（総務課総務担当主任級主事）

企画財政 　安　田　尚　之 　鎌　田　昭　仁 　伊　藤　隆　博 　十　河　惇　哉
（新規採用）

住民課 課長

　瀧　山　智　治
保　　健 　[事務]

　小　川　智　代
　井　添　誠　二 　石　川　実砂希 　櫻　庭　由香里

（住民課保健担当主事）

　[業務]
　佐々木　未　歩

　髙　見　七　美 　 　武　田　　　彩

　齊　藤　みのり

室長

　高　瀬　則　道
福　　祉 (扱)高　瀬　則　道 　宗　近　佳　子 　中　野　義　久

　（再任用）
　西　田　真　智

　押　切　隆　紀 　池　田　光　希

生活環境 (扱)高　瀬　則　道 　吉目木　宏　一 (兼)西　田　真　智

(兼)池　田　光　希

産　業
建設課

課長

　中　野　達　也
農政林務 　小　川　和　宏 　一　瀬　忠　之 　岡　本　北　斗 　宗　石　　　創

　谷　口　正　人 　黒　島　諒　貴

商工観光 　押　切　麻衣子 　大　坂　　　翠
（新規採用）

技術長
　西　井　浩　司

建設管理 (扱)西　井　浩　司 　田　中　邦　彦 　山　本　竜　也

　杉　本　政　人 　梅　原　祐　哉

室長
　村　本　邦　広

農村整備 　佐々木　　　督 　野々宮　博　介 　堀　籠　成　希

出納室 会計管理者

　小宮山めぐみ
（出納室税務会計担当主幹）

税務会計 　宗　近　秀　靖 　藤　田　岳　民 　芳　本　幸　子
（再任用）

　岩　塚　圭　輔

教　育
委員会

教育課長
　先　名　輝　彦

教　　育 　北　川　　　忠 　滝　川　裕美子 　鈴　木　千　尋

　工　藤　祐　馬 　片　岡　浩　規

農　業
委員会

事務局長
　淺　田　好　則

農　　地 (兼)黒　島　諒　貴

議　会
事務局

事務局長
　鈴　木　久　人

議　　会 　川　口　瑞　紀
（議会事務局主事）

雨竜町人事 【特別職】　■ 町　長　　西　野　尚　志
　　　　　■ 副町長　　白　川　久　純
　　　　　■ 教育長　　糸　谷　尚　徳

（勤務）雨竜町社会福祉協議会　（再任用）中　野　義　久 ※ 白抜きは４月１日付人事異動者
　 名前の下の（　）は前職等
　 （兼）…兼務　(扱) …事務取扱　（令和４年３月31日付）

【退職】出納室会計管理者　芳　本　幸　子



　３月23日、雨竜町がオール北海道ボールパーク連携
協議会に新たに参画しました。
　「北海道の新たなシンボルを目指すボールパークを通
じた道内各地の活性化」をテーマに圏域16市町村や企
業、学識経験者、関係機関が一体となり、「食の魅力提
供分科会」「スポーツ・人づくり分科会」「周遊策分科会」
等を通じて諸課題の解決を図り、北海道の価値魅力向上
や成長・発展に寄与する取り組みの実現を目指す協議会
で、来年３月に北広島市に開業する北海道日本ハムファ
イターズのホームグラウンドである「ボールパークＦビ
レッジ」において、雨竜町の魅力や特産品などの情報を
発信していく予定です。

オール北海道ボールパーク連携協
議会に新規参画！

　雨竜町第三赤十字奉仕団（長谷川ふみ子委員長・委員
20人）が３月22日、新１年生13人の交通安全を願っ
て、キーホルダーを雨竜小学校へ贈呈しました。
　キーホルダーは奉仕団の手作りで、「カエル」のキャ
ラクターに「無事に帰る」という思い込めて作られました。
　長谷川委員長は「交通安全に注意し、元気に登下校し
てほしいです。子どもたちに少しでも喜んでもらえると
嬉しいです」と話してくれた。

雨竜町第三赤十字奉仕団
手作り交通安全キーホルダー贈呈

　2月28日、金滴酒造（新十津川町）から町内のシルバー
ハウスうりゅうや障がい者支援施設「暑寒の里」など計
４施設に酒粕が贈呈されました。
　今回、贈呈された酒粕は雨竜産米「吟風」を使用して
作られたお酒のもので、贈呈に立ち会った西野町長は「雨
竜の酒米でできた酒粕をいただき、大変ありがたいです」
と感謝し、シルバーハウスうりゅうの理塀施設長は「喜
んで使わせていただきます。利用者へ美味しい甘酒を
作って提供したいです」と話していました。

雨竜産米「吟風」酒粕を贈呈

北海道
雨竜町

左：ファイターズ球団川村社長　中：西野町長　右：北広島市上野市長

左：西野町長　中：理塀施設長　右：金滴酒造名取社長

左：長谷川委員長　右：西村副委長

　広報うりゅう　2022.4　20
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新型コロナワクチン接種のお知らせ

　転入後に接種を希望される方は、雨竜町が発行する接種券付予診票等が必要です。

※転入前の市町村が発行した接種券付予診票等は使用できませんのでご注意ください。

　雨竜町で新型コロナワクチン接種を希望される方は、住民課窓口で申出いただくか、雨竜町新型

コロナワクチン接種専用ダイヤルへお問合せください。

　なお、転入手続き時に接種済証などをお持ちいただくことで、手続きをスムーズに行うことがで

きます。

　雨竜町での接種日程は下記のとおりです。接種日時は、指定させていただきますので都合の悪い

日がありましたら、お伝えください。

▼接種日程（集団接種のみ）

接　種　日　時 接種場所 接種対象者 接種費用

３月～６月下旬（5/3は除く）
毎週火曜日
14：00～16：00

公民館
大ホール（２階）

【３回目接種】　　　　　
雨竜町に住民票がある
18歳以上の方

無　　料

令和４年３月現在の内容です。今後変更した場合は別途お知らせします。

（お問合せ先）　雨竜町新型コロナワクチン接種専用ダイヤル
☎0125-74-8021（平日８:30～17:15）

雨竜町へ転入された方

　転出後に接種を希望される方は、転出先の市町村にお問合せください。

※転出後、雨竜町から発行された接種券付予診票等は使用できませんが、転出先の市町村での発行

　手続きの際に必要となる場合があります。

　雨竜町から指定された接種日時はキャンセルとなります。転出先の市町村で接種が出来ないなど、

雨竜町での接種を希望される方は、雨竜町新型コロナワクチン接種専用ダイヤルへご相談ください。

　ただし、転出後に雨竜町で接種する場合は、住所地外接種となり届出が必要です。また、転出先

の市町村で発行される接種券付予診票等が必要ですのでご注意ください。

雨竜町から転出される方

　新型コロナウイルス感染症の感染規模が拡大しており、いつ誰が感染してもおかしくない状況

です。新型コロナウイルスに感染し自宅療養となった場合や、濃厚接触者となった場合は長期間

の自宅待機（療養）になることがあります。そのため、療養または待機期間中に食料品や日用品

が不足し困らないように必要なものを確認し、事前に準備しておくと安心です。

　こうした備えは、自宅療養時だけではなく、地震等の大規模災害時の備蓄品としても役立ちま

す。この機会に日頃の備えを見直してみましょう。

自宅療養などに備え食料などの備蓄をしましょう！
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新型コロナウイルスワクチンＱ＆Ａ

答ワクチンを受けた後の発熱や痛みに対し、市販の解熱鎮痛薬【※注】で
対応いただくことも考えられますが、特に下記のような場合は、主治医や
薬剤師にご相談ください。

問ワクチンを受けた後の発熱や痛みに対し、
市販の解熱鎮痛薬を飲んでもよいですか。

　主治医や薬剤師にご相談しましょう。

①他のお薬を内服している場合や、妊娠中、授乳中、ご高齢、胃・十二指腸潰瘍や腎機能低下など病気治

　療中の場合（飲める薬が限られていることがあります。）

②薬などによりアレルギー症状やぜんそくを起こしたことがある場合

③激しい痛みや高熱など、症状が重い場合や、症状が長く続いている場合

④ワクチン接種後としては典型的でない症状がみられる場合（下記参照）

　なお、ワクチンを受けた後、症状が出る前に、解熱鎮痛薬を予防的に

繰り返し内服することについては、現在のところ推奨されていません。

　ワクチンによる発熱は接種後１～２日以内に起こることが多く、水分を十分に摂取し、必要な場合は解

熱鎮痛剤を服用するなどして、様子をみていただくことになります。このほか、ワクチン接種後に比較的

起きやすい症状としては、頭痛、疲労、筋肉痛、悪寒（さむけ）、関節痛などがあります。

　ワクチンによる発熱か、新型コロナウイルス感染症かを見分けるには、発熱以外に、最近、咳や咽頭痛、

鼻水、味覚・嗅覚の消失、息切れ等の症状が始まっていないかどうかが、手がかりとなります。（ワクチ

ンによる発熱では、通常、これらの症状はみられません。）

　ワクチンを受けた後、２日間以上熱が続く場合や、症状が重い場合、ワクチンでは起こりにくい上記の

症状がみられる場合には、医療機関等への受診や相談をご検討ください。

【※注】市販されている解熱鎮痛薬の種類には、アセトアミノフェンや非ステロイド性抗炎症薬（イブプロフ

ェンやロキソプロフェン）などがあり、ワクチン接種後の発熱や痛みなどにご使用いただけます。（アセトア

ミノフェンは、低年齢の方や妊娠中・授乳中の方でもご使用いただけますが、製品毎に対象年齢などが異なり

ますので、対象をご確認のうえ、ご使用ください。）

感染の疑いのある方のお問合せ先

対象：発熱や咳、強いだるさなどの感染症状のある方、濃厚接触者となった方

　　　新型コロナウイルスに感染した疑いのある方を医療機関につなぎます

北海道新型コロナウイルス感染症 健康相談センター

○開設時間：24時間（土日祝含む）　○電話番号：０１２０－５０１―５０７

雨竜町のワクチン接種に関するお問い合わせ先 ：専用ダイヤル０１２５－７４－８０２１

健康相談・生活相談 ：雨竜町住民課　０１２５－７７－２２１２

（2022年）令和４年４月５日現在　雨竜町新型コロナ対策本部
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北海道ワクチン接種センターの設置期間延長について
（2022年）令和４年３月７日付け町内発送のチラシのうち「③土・日曜日等のワクチン接種を希望する方」の

内容が一部変更（設置期間延長）となりましたのでお知らせします。

概要：現在、北海道における３回目接種を加速させるため、３月27日（日）までの土日・祝日に道直営の

　　　集団接種会場を設置していましたが、道内の感染状況やワクチンの接種状況などを踏まえ、５月29

　　　日（日）まで、設置期間が延長されましたので、お知らせします。

対象：追加接種（３回目接種）を希望する方

　　　接種券のある方（ない方は住民課に請求をしてください）

ワクチンの種類：

　　　武田/モデルナ社製ワクチン（スパイクバックス筋注）

協力機関：

　　　北海道医師会、札幌医科大学、北海道薬剤師会、北海道看護協会、道立病院局

接種会場：ホテルエミシア札幌（札幌市厚別区厚別中央２条５丁目）

　　　・（「札幌駅」等で乗り換え）ＪＲ千歳線「新札幌駅」より徒歩３分

　　　・ＪＲ函館本線「厚別駅」より徒歩18分またはタクシー５分

　　　・地下鉄東西線「新さっぽろ駅」９番出入口より徒歩1分

開設期間：

　　　＜設置期間延長：４月～５月＞

　　　　令和４年４月９日（土）～５月29日（日）

　　　　※５月３日（火・祝）を除く期間中の土曜日・日曜日・祝日（計19日間）

予約：北海道ワクチン接種センター

　　　電話予約：０５０－３８５１－０１８１

　　　ＷＥＢ予約：https://jump.mrso.jp/hokkaido/

　　※段階的に数週間分ごとに予約を受け付ける場合があります。

その他：接種日当日に必要なもの（詳しくは、上記予約先でご確認願います。）

　　　　①「接種券付き予診票」あらかじめ記入しておくと円滑に進みます。

　　　　②「予防接種済証（２回目接種まで印字済み）」予防接種済証の右上に「３回目接種可能日」と

　　　　　して２回目接種から８か月後の期日が記載されておりますが、現在は会場によって２回目接種

　　　　　から最短６か月経過で３回目の接種が可能になっており、本会場は２回目接種から６か月経過

　　　　　で接種可能です。

　　　　③「本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、被保険者証など）」

　　　　④服薬中の方は「お薬手帳」または「お薬の説明書」

（2022年）令和４年４月５日現在　雨竜町新型コロナ対策本部

町内接種予定であった方で、町外の接種を予約された方は、すぐに雨竜町ワクチン接種専用ダイヤル（７４－

８０２１）へ町内予約取り消しの連絡をしてください。

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変　更

変更なし



　行政手続の簡素化による町民サービスの向上等を目的
に、令和４年４月１日から約９割の手続について押印を
廃止しますのでお知らせします。
　廃止する手続一覧はホームページで公表しております。

※押印を廃止した手続に伴い、本人確認書類（マイナン
　バーカード・免許証等）の提示を求める場合がありま
　すので、ご理解とご協力をお願いします。

　昨年、8月に光ブロードバンドサービス事前申込みした方へ4月中旬以降にNTT東日本からダイレクトメール、電話ま

たは訪問により加入案内がありますのでご了承願います。

　なお、不明な点等がありましたら役場総務課総務担当までご連絡願います。

～注　意　喚　起～

　光ブロードバンドサービスが開始されることは、各光コラボレーション事業者（※）に周知していますので今後、各

光コラボレーション事業者による訪問販売や電話勧誘が行われる可能性があります。

　「悪質な勧誘にはご注意ください！」

　他の自治体の事例ですが、町職員や通信会社の社員を装いながら、工事費や通信費が安くなるなど虚偽の説明を行い、

強引に契約を迫る勧誘などが発生する可能性があります。このような場合、販売会社名や社員証、連絡先電話番号等を

確認するなどご注意ください。

　あやしいなと思ったら、一度お断りして役場総務課総務担当までご相談ください。

　※光コラボレーション事業者とは、ＮＴＴ東日本から光回線を借り受けてサービスを提供する事業者のことです。また、

　　光コラボレーション事業者が提供する光アクセスサービスを「コラボ光」といいます。

問合せ先　総務課総務担当77-2211

～光ブロードバンドサービス事前申込者へのお知らせ～

各種届出の押印廃止について

【押印を省略した場合の留意事項】
　■提出方法
　　紙媒体による提出のほか、電子メール（ＰＤＦ
　　形式）又はＦＡＸによる提出も可能となります。
　■請求書等への記載
　　　請求書に発行責任者、担当者及び連絡先を記
　　　載してください。
（注）請求内容の確認のため、必要に応じて担当者
　　　から連絡させていただく場合があります。
　　　請求印がある場合には、発行責任者等の記入
　　　を省略することも可能です。

　広報うりゅう　2022.4　24



滝川市立病院（内科・外科）
滝川市大町2丁目2番34 ☎22ｰ4311
滝川脳神経外科病院（外科）
滝川市西町1丁目2-5 ☎22ｰ0250
上記以外のお問合せ先
当番病院案内ダイヤル
☎22ｰ2299
またはかかりつけ医にご確認ください。
滝川地区広域事務組合のホームページに
も休日夜間当番医が掲載されています。
http://takifire.com/other/touban/

休日・夜間の急病相談家庭ごみ収集日程表

燃やせるごみ 生ごみ その他

市街地区東 4/13、20、27、5/11
4/12、15、19、22、26、
29、5/6、10

燃やせないゴミ 4月25日
資源ごみ 4月14日
レンガ・がれき搬入 4月18日

市街地区西 4/14、21、28、5/12
燃やせないゴミ 4月30日
資源ごみ 4月15日
レンガ・がれき搬入 4月18日

農村地区東

【戸別】
4/11、18、5/2、9

【ステーション】
4/27 【ステーション】

4/12、15、19、22、26、
29、5/6、10

燃やせないゴミ 4月25日

資源ごみ 4月21日

レンガ・がれき搬入 4月18日

農村地区西

【戸別】
4/16、23、5/7、14

【ステーション】
4/28

燃やせないゴミ 4月30日

資源ごみ 4月22日

レンガ・がれき搬入 4月18日

4/10
日 ［外科系当番］滝川脳神経外科 21

木
2
月

11
月

22
金

3
火

憲法記念日
［外科系当番］滝川市立病院

12
火

心配ごと相談
13:30～15:00（公民館）

23
土 ［外科系当番］滝川脳神経外科 4

水
みどりの日

［外科系当番］滝川脳神経外科

13
水

24
日 ［外科系当番］滝川市立病院 5

木
こどもの日

［外科系当番］滝川市立病院

14
木

いきいき学園大学
入学式 10:00～15:00（公民館）

25
月 いきいき館浴室定休日 6

金

15
金

26
火

7
土 ［外科系当番］滝川市立病院

16
土 ［外科系当番］滝川脳神経外科 27

水
無料法律相談会
13:00～15:00（ふれあいセンター）

8
日 ［外科系当番］滝川脳神経外科

17
日 ［外科系当番］滝川市立病院 28

木
9
月

18
月

29
金

昭和の日
［外科系当番］滝川市立病院

10
火

19
火

さわやか健康クラブ
10:30～12:00（いきいき館）

30
土 ［外科系当番］滝川市立病院

20
水

うりゅうキッズクラブ
10:00～11:00（いきいき館）

5/1
日 ［外科系当番］滝川市立病院
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4月からごみの収集日程が変わりました。 収集日程は下記カレンダーをご覧ください。 ご不明な点は住民課生活環境担当までお問い合わせください。
健康スケジュール・休日夜間在宅医・イベントなど総合情報カレンダーです。

町民カレンダー
Calendar MAY -JUN

4月 ▼5月
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　雨竜町では風しんの発生及びまん延、
先天性風しん症候群を予防するため、
風しん抗体検査を実施しています。
対象者でまだ検査を受けられていない
方は、昨年度お送りしたクーポン券を
使用して抗体検査を受けてください。
▶対象者　町内に住民登録がある昭和
37年４月2日～昭和54年４月1日生
まれの男性（未受検者に限る）
▶実施期間　令和４年４月１日～令和
７年３月31日まで
※事業が３年間延長となりました。
▶クーポン券の有効期限　昨年度まで
にお送りしたクーポン券は令和５年２
月までそのまま使用可能です。紛失し
た方や再発行等を希望する方はご連絡
ください。
▶抗体検査費用　無料
▶検査方法　血液検査
▶検査実施機関　町ホームページや厚
生労働省ホームページをご覧ください。
※事前に医療機関に実施状況等を確認
することをお勧めします。
※職場健診の際に、抗体検査を受けら
れる場合がありますので、健診申込時
に受診先へご確認ください。
▶風しんの予防接種について
　抗体検査の結果、十分な量の抗体が
なかった方は、クーポン券を使用し、
予防接種を受けてください。

● 全体 2,211人 （ｰ3）
男性 1,074人 （ｰ5）
女性 1,137人 （+2）

● 世帯 1,078世帯（+1）
3月29日現在
※（　）内は前月比

■人口

■おくやみ

雨竜町社会福祉協議会・
社会福祉事業資金として

雨竜町老人クラブ連合会

■ご厚志

6,504件数　224,987,000円
（今年度累計） ３月15日現在

■ふるさと納税

暮らしの情報
information

お知らせ
風しん抗体検査の実施
問 住民課保健担当　☎77-2212

無料法律相談会
問 木村司法書士・行政書士事務所　
　 ☎79-2552

固定資産課税台帳価格の縦覧
問 出納室税務会計担当　☎77-2246

▶主催　雨竜町商工会
▶日時　４月27日（水）13時から
15時
▶会場　ふれあいセンター
▶相談時間　１人につき30分
▶相談内容　相続、登記、債務整理な
ど

　令和４年度固定資産税の土地及び家
屋価格等縦覧帳簿の縦覧と、全標準宅
地価格の公開を役場担当窓口で行って
います。縦覧とは、自己資産の評価が
適正であるかどうかを判断するため、
自分と他人の資産との価格比較をする
ことができる制度です。（閲覧の手数
料は無料です）
▶縦覧期間
　４月１日（金）～５月31日（火）
▶縦覧条件　土地及び家屋価格等縦覧
帳簿を縦覧できる方は次の方です。
　雨竜町に所在する土地・家屋の固定
資産税の納税者及びその同居の家族な
ど代理権のある方。
※縦覧時に納税者であることを確認し
ますので、運転免許証などの確認でき
るものを持参してください。なお、償
却資産は縦覧の対象ではありません。

令和４年度調理師試験の実施について
問 滝川保健所　☎24-6201

▶日時　８月25日（木）13時30分
～16時
▶試験地　札幌市
▶受験資格　学校教育法第57条に規
定する者であって、多数人に対して飲
食物を調理して供与する寄宿舎、学校、
病院等の施設または飲食店営業、魚介
類販売業、複合型そうざい製造業に該
当する営業において、令和４年５月
20日までに２年以上調理の業務に従
事した者
▶願書提出先　滝川保健所
▶願書受付期間
５月９日（月）～５月20日（金）ま
で
▶受験手数料　６，９００円
※受験案内の配布は保健所で行います。

問…問い合わせ先

いつも美味しいうりゅう米をありがと
うございます。コロナ禍でなかなか訪れ
る機会が減りましたけど、これからも美
味しいうりゅう米をよろしくお願いい
たします。� （札幌市　男性）

■ふるさと納税コメント
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ごみ袋の減免措置
問 住民課生活環境担当　☎77-2212

空き家等実態調査の実施について
問 総務課企画財政担当　☎77-2211

令和５年からの雨竜町成人式について
問 教育委員会　☎77-2322

オシラリカ号　雨竜ハイヤー事務所不
在時の連絡先について
問 ☎090-5223-5251

　滝川北竜線代替交通オシラリカ号
（雨竜～尾白利加間）の利用にあたり、
事務所不在時は、上記までご連絡くだ
さい。

　本年４月の民法改正により成人年齢
がこれまでの20歳から18歳に引き
下げられました。このことに伴い、成
人式の在り方について検討していまし
たが、令和５年以降の雨竜町における
成人式については、これまでとおり
20歳の方を対象とし、１月第２日曜
日を基本に雨竜町公民館で「はたちを
祝う会」として開催することになりま
した。
　対象となる方には、これまで通り前
年12月頃に開催のご案内をお送りし
ます。なお、令和５年の「はたちを祝
う会」は令和５年１月８日（日曜日）
午後２時から雨竜町公民館で開催しま
す。

　町では、新たな空き家等の把握や空
家等特別措置法に基づく所有者等に対
する指導、助言の参考とするため、下
記のとおり空き家等実態調査を実施し
ます。この調査は、原則として最寄道
路敷地からの目視で実施しますが、建
物等の状況によっては、事前に所有者
等へ通知のうえ、敷地内に立入し、状
況確認を行う場合があります。
　町民の皆さまのご協力をお願いいた
します。
▶調査区域　町内全域
▶実施期間　４月下旬～７月下旬
▶調査員　本町職員
▶その他　調査員は、従事にあたり、
名札とともに、雨竜町と書かれた腕章
を着用します。

　次の要件を満たす世帯は、減免申請
により令和４年度の一般廃棄物処理手
数料の減免を受けることができます。
　単身世帯は２千円相当、その他の世
帯は４千円相当のごみ袋または粗大ご
み処理券をお渡しします。
▶減免条件　次のいずれかに該当する
世帯の方で、町民税非課税かつ町税を
滞納していないこと。
◆生活保護世帯
◆世帯全員70歳以上の高齢者世帯
◆「母子及び父子並びに寡婦福祉法」
の規定による母子及び父子世帯
※減免申請は３月30日（水）より受
付けています。手続きには印鑑が必要
です。

心配ごと相談・行政相談・介護保険月
例相談
問 住民課福祉担当　☎77-2212

　民生児童委員・行政相談委員・人権
擁護委員・介護保険オンブズパーソン
が対応します。心配ごと等のある方は
お気軽にご相談ください。
▶日時　５月12日（木）13:30～
▶場所　公民館

有料広告

令和４年度保険料率改定のお知らせ
問 協会けんぽ北海道支部
　 ☎011-726-0352

▶令和４年度の保険料率改定について
令和４年３月分（４月納付分）から
健康保険料率は10.39％（マイナス
0.06％ポイント）、介護保険料率は
1.64％（マイナス0.16％ポイント）
となり、北海道支部の保険料率が引き
下げとなるのは初めてです。その主な
要因は、新型コロナウイルス感染拡大
により、加入者の皆さまの医療機関受
診に対する行動変容が起こったことで、
医療費の上昇が一時的に抑えられたこ
とです。健康保険料率及び介護保険料
率の引き下げに関しまして、何卒ご理
解をいただきますようお願い申し上げ
ます。

令和４年度協会けんぽの健診のご案内
問 協会けんぽ北海道支部
　 ☎011-726-0352

　協会けんぽ北海道支部では年度内に
１回、加入者の皆さまの健診費用の一
部を補助しています。35歳～74歳の
被保険者（ご本人）さまへは、がん検
診を含めた充実した健診項目の「生活
習慣予防健診」を、40歳～74歳の被
扶養者（ご家族）さまへは、メタボリ
ックシンドロームに着目した「特定健
康診査」の２つの健診をご用意してお
ります。生活習慣病の予防と早期発見・
早期治療のためにも年に１度は健診を
受けましょう。
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